
葛
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本
市
は
本
年
4
月
1
日
に
市
制
施
行
1
1

0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
は
こ
の
記
念
の
年

を
「
発
展
の
年
」
と
位
置
付
け
、「
1
W
4
K
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
成
長
戦
略
の
本
格
的

な
ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　「
W
」と
は
、
佐
世
保
が
日
本
の
西
（
W
e
s

t
）の
端
、
す
な
わ
ち
東
ア
ジ
ア
に
最
も
近
い

と
い
う
地
の
利
を
意
味
し
て
お
り
、「
4
K
」

と
は
、
①
企
業
立
地
の
推
進
②
観
光
振
興
③

基
地
政
策
④
東
ア
ジ
ア
と
の
経
済
交
流
や
国

際
航
路
、
港
湾
整
備
と
い
っ
た
国
際
戦
略
事

と
い
う
4
つ
の
施
策
を
表
し
て
い
ま
す
。

　「
生
産
な
き
と
こ
ろ
に
発
展
な
し
、
生
産
な

く
し
て
雇
用
な
し
」
と
い
う
考
え
の
下
、
安
定

的
な
経
済
成
長
を
維
持
す
る
中
国
や
韓
国
に

近
い
こ
と
な
ど
、
佐
世
保
の
持
つ
特
性
や
地

の
利
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
市
営
工

業
団
地（
小
佐
々
地
区
）の
整
備
な
ど
企
業
誘

致
の
推
進
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
佐
世
保

の
魅
力
向
上
、
前
畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還
や

崎
辺
地
区
の
利
活
用
、
国
際
航
路
開
設
等
に

よ
る
東
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
九
州
サ
ブ
・
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
構
想
の
実
現
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
市
営
工
業
団
地（
小
佐
々
地
区
）に
つ

い
て
は
、
正
式
名
称
を
「
佐
世
保
工
業
団
地
」、

通
称
名
を
「
ウ
エ
ス
ト
テ
ク
ノ
佐
世
保
」
と
命

名
し
ま
し
た
。
平
成
　
年
度
か
ら
は
造
成
工

24

事
が
本
格
化
し
、
企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
企
業
立

地
・
観
光
物
産
振
興
局
を
再
編
し
、
新
た
に

「
企
業
立
地
推
進
局
」
を
設
置
し
て
、
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、「
観
光
物
産
振
興
局
」
を
新
た
に

設
置
し
、
中
国
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
か

ら
の
観
光
客
誘
致
や
大
型
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
な
ど
、
局
の
使
命
を
尖

鋭
化
さ
せ
、
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
、
救
急

医
療
体
制
の
充
実
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
な

ど
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
作
る
た
め
の
施
策
や
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
支
援
、
地
域
福
祉
計
画
と
市
民
協
働

推
進
計
画
の
推
進
、
交
通
不
便
地
区
対
策
な

ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
施
策
も
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
石
木
ダ
ム
の
建
設
促
進
に
よ
る

水
源
確
保
、
中
学
校
完
全
給
食
に
向
け
た
施

設
整
備
、
三
浦
地
区
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
計

画
事
業
用
地
の
活
用
、
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
を
基
本
に
し
た
合
併
地
域
の
活
性
化
、

農
水
産
業
の
振
興
、
第
　
回
全
国
和
牛
能
力

10

共
進
会
長
崎
県
大
会
・
和
牛
の
祭
典
i
n
な
が

さ
き
の
開
催
な
ど
、
市
政
の
諸
課
題
は
山
積

し
て
お
り
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

W 日本の西（West）の端

K 企業（Kigyou）立地の推進
K 観光（Kankou）振興
K 基地（Kichi）政策
K 国際（Kokusai）戦略

1W4K市営工業団地（小佐々地区）

止
（正式名称）

佐世保工業団地
（通称名）

ウエストテクノ
佐世保

企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進
す
る
な
ど
成
長
戦
略
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
に
!

施
政
方
針

2月24日から3月定例市議会
が開かれ、朝長市長が来年度
の市政運営の方向性や具体
的な取り組みなどを示す「平
成24年度施政方針」を説明し
ました。ここでは、まちづく
りの「道しるべ」とも言える
施政方針の内容を抜粋、要約
してお知らせします。なお、
平成24年度当初予算の概要
は来月号でお知らせします。

特
集
１
  ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る
べ

平成24年度石
木
ダ
ム
建
設
事
業

　
石
木
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
慢
性
的
な
水
源
不
足
の
抜
本
的
な
解
決
策

と
し
て
、
長
崎
県
・
川
棚
町
と
と
も
に
、
常
に

連
携
し
、
全
力
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
渇
水
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
し
、

水
問
題
は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
す
の
で
、

ダ
ム
建
設
に
ご
同
意
を
い
た
だ
け
て
い
な
い

地
権
者
の
方
々
と
の
対
話
の
お
願
い
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
石
木
ダ
ム
建
設
の
早
期
実
現
に
は
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

基
地
政
策

　
基
地
政
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
新
返

還
6
項
目
」
と
、
崎
辺
地
区
の
利
活
用
を
基
調

と
し
た
「
港
の
す
み
分
け
」
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　「
新
返
還
6
項
目
」
に
つ
い
て
は
、
赤
崎
貯

油
所
に
係
る
2
項
目
が
完
結
し
、
さ
ら
に
は

立
神
港
区
第
3
・
4
・
5
号
岸
壁
の
一
部
の
返

還
に
つ
い
て
も
、
昨
年
5
月
、
第
　
回
旧
軍
港

33

市
国
有
財
産
処
理
審
議
会
に
お
い
て
、
米
国

政
府
に
対
す
る
返
還
要
求
と
返
還
後
の
佐
世

保
重
工
業
株
式
会
社
へ
の
売
り
払
い
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　「
前
畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還
」
に
つ
い
て

は
、
昨
年
1
月
に
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意

さ
れ
、
弾
薬
庫
移
設
が
国
の
事
業
と
し
て
推

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　「
崎
辺
地
区
の
利
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
新

防
衛
大
綱
の
中
で
、
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦

の
増
隻
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
海
上

自
衛
隊
と
し
て
の
利
活
用
を
具
現
化
す
る
も

の
と
し
て
、
経
済
界
、
市
議
会
、
行
政
の
三
者

に
よ
り
、「
潜
水
隊
群
の
誘
致
」
を
国
に
対
し

て
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
佐
世
保
港
を
活
用
し
た
地
域
経
済
の
発
展

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、「
新
返
還
6
項
目
」
の

早
期
実
現
と
、「
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
崎
辺
地

区
の
利
活
用
」「
前
畑
崎
辺
道
路
」
の
早
期
着

工
に
、
引
き
続
き
努
力
し
ま
す
。

地
域
経
済
を
支
え
る
地
場
企
業
の
振
興

　
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
物
産
振

興
の
観
点
か
ら
、
福
岡
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
キ
ト
ラ
ス
」
や
「
さ
せ
ぼ
四
季
彩
館
」（
三
川

内
本
町
）な
ど
、
市
内
外
の
販
売
拠
点
を
十
分

に
活
用
し
、
本
市
特
産
品
の
効
果
的
な
P
R

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
認
知
度
と
販
売
額
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
特
に
市
民
ア
イ
デ
ア
を
基
に
商
品
化
を
進

め
て
い
る
「
さ
せ
ぼ
☆
ス
タ
ー
商
品
」
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
昨
年
　
月
に
販
売
を
開
始
し

12

た
「
佐
世
保
開
港
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
に
続
き
、

新
た
に
2
品
目
を
商
品
化
し
ま
し
た
。
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
に
お
見
え
に
な
る
お
客
さ

ま
に
は
、
そ
う
し
た
商
品
を
含
め
、
本
市
な
ら

で
は
の
特
産
品
を
よ
り
多
く
購
入
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
P
R
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
浦
中
里
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
用

地
に
お
け
る
情
報
発
信
機
能
な
ど
を
兼
ね
備

え
た
地
域
振
興
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
規
模
な
ど
を

含
め
た
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

03　広報させぼ 2012.4

ま
ち
づ
く
り
の
7
つ
の

基
本
目
標
と
主
な
施
策

※本号に掲載する所属名は3月10日現在のものです。4月1日以降の新所属名は5月号でお知らせしますのでご注意ください。

昨年度、「させぼ☆スター商品」コンテストで部門賞を
受賞した「食べるせちばる茶」（写真左）と「九十九島かか
ら葉すし」（右）が、「佐世保開港ロールケーキ」に続き、
いよいよ商品化！  食べるせちばる茶は栄養たっぷりの
緑茶を「 佃煮 」と「お茶漬け」においしくアレンジし、

つくだに

九十九島かから葉すしは九十九島海域の新鮮な魚を
使った押し寿司を「かから葉」で包みました。地元のこ
だわり素材を使用し、事業者や市の関係者などが一体
となって開発した自信作です。ぜひご賞味ください！

【食べるせちばる茶】販売店
　暫田舎のより道（奥山町1555・佃煮） 緯59-3666
　暫エスプランニング（赤崎町392-3・佃煮） 緯28-0598
　暫国見の郷（世知原町開作71-1・佃煮） 緯73-3600
　暫宇久食品（宇久町平950-1・佃煮） 緯0959-57-2430
　暫藤翔（小佐々町楠泊1927-2・お茶漬け） 緯69-3301
【九十九島かから葉すし】販売店
　暫ふじ・なが本店（大野町50-14） 緯49-2487
　暫ふじ若丸中里店（上本山町1044） 緯41-0299
　暫和み本店（田原町13-5） 緯0120-753-644（無料）
　暫なごみ-和-（愛宕町166-1） 緯47-4757
　暫宇久食品（宇久町平950-1） 緯0959-57-2430

冗企業立地・観光物産振興局　緯24-1111

佐世保開港ロールケーキ葛

虚
雇
用
を
生
み
出
す

力
強
い
産
業
の
ま
ち

「食べるせちばる茶」と
「九十九島かから葉すし」

させぼ☆
スター商品



魅
力
あ
る
商
業
の
振
興
と
流
通
の
活
性
化

　
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
商
店
街
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
創
出
を

図
る
た
め
、
商
店
街
が
取
り
組
む
活
動
に
対

し
支
援
を
行
い
ま
す
。
特
に
平
成
　
年
度
か

24

ら
は
、
市
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
当

た
り
、
わ
が
ま
ち
佐
世
保
の
特
色
を
生
か
し

た
取
り
組
み
を
地
元
関
係
者
と
共
同
で
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
歴
史
的
に
見
て
も
、
米
軍
基
地
を

は
じ
め
と
し
た
ア
メ
リ
カ
と
の
交
流
が
盛
ん

で
あ
り
、
国
際
色
豊
か
な
街
並
み
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
佐
世
保
の
中
に
あ

る
ア
メ
リ
カ
文
化
と
い
う
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
、
他
都
市
に
は
見
ら
れ
な
い
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
目
指
し
た
「
ア
メ
リ
カ
・
タ
ウ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
開
事
業
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

農
林
業
の
振
興

　
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
産
地
を
支
え
る
生

産
基
盤
の
整
備
や
新
鮮
・
安
全
・
安
心
な
農
畜

産
物
の
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、
後
継
者
と

担
い
手
の
育
成
を
図
り
、
経
営
基
盤
の
強
化

を
推
進
し
ま
す
。

　
特
に
農
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
西
海
み
か

ん
や
世
知
原
茶
、
九
十
九
島
か
き
、
九
十
九
島

い
り
こ
に
続
く
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
可
能
性
が

あ
る
新
た
な
農
水
産
物
を
発
掘
し
、
そ
の
産

地
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、「
佐
世
保
市
農
水

産
物
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
方
針
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
よ
り
、
農
水
産

業
者
等
が
、
創
意
・
工
夫
を
も
っ
て
取
り
組
む

高
付
加
価
値
産
品
の
産
地
化
や
新
商
品
の
開

発
、
需
要
・
販
路
開
拓
に
対
し
て
積
極
的
な
支

援
を
行
い
、
農
水
産
業
者
の
所
得
と
生
産
意

欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
佐
世

保
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
　
月
に
本
市

10

を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
」
へ
の
出
品
に
向
け
て
、
畜

産
農
家
や
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
大
会
を
契
機

に
本
市
畜
産
業
全
体
の
浮
揚
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
大
会
期
間
中
に
約
　
万
人
の
来
場
者

32

数
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
、
市
民
に

対
し
広
く
P
R
す
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ

態
勢
を
整
備
し
、
佐
世
保
の
歴
史
文
化
・
観
光

面
な
ど
を
全
国
へ
発
信
し
な
が
ら
、
本
市
の

経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

雇
用
の
創
出
と
労
働
の
安
定

　
佐
世
保
工
業
団
地
「
ウ
エ
ス
ト
テ
ク
ノ
佐

世
保
」
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
造
成
工
事
を
進

24

め
、
平
成
　
年
中
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

25

　
こ
の
工
業
団
地
は
県
内
で
唯
一
、
約
　
盾
17

の
分
譲
面
積
を
有
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り

大
規
模
な
企
業
立
地
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
内
企
業
向
け
に
整
備
し
た「
吉

井
町
御
橋
工
業
団
地
」
と
と
も
に
、
早
い
時
期

で
の
分
譲
完
了
へ
向
け
て
、
企
業
誘
致
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
平
成
　
年
度
か
ら
企
業
立
地
奨

24

励
制
度
に
よ
る
支
援
措
置
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
ま
し
た
。
全
国
主
要
都
市
に
配
置
し
た
企

業
立
地
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
て
、

引
き
続
き
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
昨
年
　
月
、
島
原
市
に
本
社
を
置
く
、

12

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
の
大
光
食
品
叙
が
佐

世
保
工
場
の
規
模
拡
大
の
た
め
に
新
田
町
か

ら
大
塔
町
へ
移
転
し
、
す
で
に
約
　
人
の
地

30

元
雇
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
3
年
後
ま
で

に
約
　
人
体
制
と
す
る
増
員
を
計
画
さ
れ
て

50

い
ま
す
。

観
光
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ハ
ン

デ
ィ
と
言
わ
れ
て
い
た
「
日
本
の
西
の
端
」
を

「
地
の
利
」
と
し
て
生
か
す
と
い
う
視
点
を
持

ち
、
私
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

　
2
月
　
日
か
ら
営
業
運
航
が
開
始
さ
れ
た

29

「
上
海
航
路
」
を
活
用
し
た
中
国
上
海
エ
リ
ア

か
ら
の
観
光
客
誘
致
な
ど
東
ア
ジ
ア
か
ら
の

誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
外
国
人
観
光
客
等
の
誘
致
に
合
わ
せ
、
九

十
九
島
水
族
館
「
海
き
ら
ら
」
に
多
言
語
音
声

ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
内
の
案
内
板
の

04

昭和25年ごろの松浦町付近

許
あ
ふ
れ
る
魅
力
を

創
出
し
体
感
で
き
る
ま
ち

▼

32万人の
お客さまに
佐世保をPR!

長崎ー上海航路の貨客船「オーシャンローズ」

多
言
語
化
を
図
る
な
ど
外
国
人
観
光
客
等
の

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
は
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
開
催
さ

れ
る
た
め
、
本
市
観
光
資
源
と
組
み
合
わ
せ

た
効
果
的
な
P
R
に
よ
り
誘
致
促
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
全
国
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

な
ど
大
型
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
・

産
業
な
ど
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し

た
「
S
A
S
E
B
O
時
旅
」
の
販
売
体
制
強
化

と
着
地
型
観
光
の
充
実
を
図
り
、
観
光
客
の

市
内
周
遊
を
促
進
し
ま
す
。

　
九
十
九
島
動
植
物
園
「
森
き
ら
ら
」
に
つ
い

て
は
、
新
ペ
ン
ギ
ン
舎
を
整
備
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
園
内
各
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進

め
る
と
と
も
に
、
人
気
が
高
い
「
ア
ミ
メ
キ
リ

ン
」
の
導
入
を
行
い
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
、「
ま
た
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
魅
力
あ
る
動
植
物
園
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

文
化
芸
術
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り

　
文
化
財
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
福
井
洞
窟
な
ど
の
洞
穴
遺
跡
や

針
尾
送
信
所
な
ど
の
近
代
化
遺
産
の
調
査
と

整
備
を
進
め
ま
す
。

　「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺

産
」
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
、
黒
島
地

区
の
活
性
化
、
本
市
の
観
光
の
活
性
化
に
結

び
つ
け
る
こ
と
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
の
体
制
づ
く
り

　
市
民
が
安
全
・
安
心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、
救
急
医
療
や
高
度
医
療
な
ど
に
お

い
て
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
市
立
看
護
専
門
学
校
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
現
地
建
て
替
え
を
基
本

と
し
て
、
国
の
地
域
医
療
再
生
基
金
を
活
用

し
な
が
ら
、
平
成
　
年
度
着
工
を
目
指
し
て
、

25

今
後
と
も
県
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
市
立
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、
が
ん
診
療

等
の
高
度
専
門
医
療
と
小
児
周
産
期
、
離
島

医
療
等
の
政
策
医
療
を
担
う
と
と
も
に
、
急

性
期
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
4
月
に
稼
働
す
る
予
定

で
す
。
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
医
療
従

事
者
の
教
育
・
研
修
に
力
を
注
ぎ
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
良
質
で
先
進
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
に
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
の
た
く
ま
し
さ
と
豊
か
な
心
を
育
む
た

め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進

し
ま
す
。

　
特
に
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
が
豊
か
な
感
性
と
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
司

書
を
効
果
的
に
配
置
し
、
佐
世
保
市
立
の
全

小
・
中
学
校
に
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
な
ど
学
校
図
書
館
機
能
を
充
実
さ
せ
、
読

書
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
食
育
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し

い
食
習
慣
の
形
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平

成
　
年
9
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
「
学

25
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
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鋸
心
豊
か
な

人
を
育
む
ま
ち

距
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

「救命救急センター」が稼働予定の市立総合病院

特集1　まちづくりの道しるべ　平成24年度施政方針

時
旅

「
梅
ケ
枝
酒
造
の
杜
氏
と
仕
込
む

　
　
　
　
　
山
田
錦
の
マ
イ
日
本
酒
」

冗
時
旅
デ
ス
ク
  緯
　
・
7
2
1
2
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小
・
中
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
校

舎
や
体
育
館
に
お
け
る
耐
震
補
強
工
事
の
実

施
や
、
江
迎
中
学
校
改
築
に
係
る
基
本
設
計
、

愛
宕
中
学
校
と
東
明
中
学
校
プ
ー
ル
の
改
築
、

統
合
に
よ
る
祇
園
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
工

事
の
実
施
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

　
生
活
の
質
の
向
上
や
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
拡
大
す
る

中
、
拠
点
施
設
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
推
進

と
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
地
区
公
民
館
の

未
整
備
地
区
の
解
消
を
図
る
た
め
、
崎
辺
地

区
公
民
館（
仮
称
）の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
近
年
の
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
情
勢
か
ら
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

痛
感
し
て
い
る
「
徳
育
」
の
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
ま
す
。
ま
ず
2
月
に
策
定
し
た
「
徳

育
推
進
の
た
め
の
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
議

会
と
と
も
に
佐
世
保
市
の
都
市
宣
言
と
し
て

「
徳
育
推
進
の
ま
ち
づ
く
り
」
宣
言
を
行
い
、

徳
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
広
く
市
民
へ
周
知
・

啓
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

徳
育
推
進
の
大
き
な
柱
と
位
置
付
け
て
い
る

「
一
徳
運
動
」
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り

　
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
、
競
技
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
や
ジ
ュ

ニ
ア
層
の
競
技
力
強
化
な
ど
に
努
め
、
東
部

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
体
育
館
建
設
な
ど
体
育
施

設
の
計
画
的
な
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

25

会
空
手
道
競
技
の
本
市
開
催
に
向
け
て
、
準

備
を
進
め
ま
す
。

　
平
成
　
年
開
催
の
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国

26

体
に
お
い
て
は
、
広
報
活
動
を
一
層
充
実
さ

せ
、　
年
中
に
開
催
す
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

25

に
向
け
、
本
番
に
備
え
た
具
体
的
な
準
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
競
技
力
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
や
施
設
整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
佐
世
保
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計

画
に
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
問
題

へ
の
意
識
の
向
上
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
、
自

動
車
か
ら
の
排
出
削
減
な
ど
の
重
点
取
り
組

み
を
中
心
に
、「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
へ

の
補
助
」や「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
の
普
及
」な

21

ど
市
民
、
事
業
者
に
広
く
支
援
を
行
い
ま
す
。

循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

　「
家
庭
系
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、「
事
業
系
ご
み
」
の
減
量

化
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
　
年
3
月
末
に
策
定
予
定
の
一
般
廃
棄
物

24
処
理
基
本
計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
リ

フ
ュ
ー
ズ（
ご
み
に
な
る
も
の
を
断
る
）、
リ

デ
ュ
ー
ス（
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
）、

リ
ユ
ー
ス（
も
の
を
そ
の
ま
ま
再
使
用
す
る
）、

リ
サ
イ
ク
ル（
原
材
料
に
戻
し
て
再
生
利
用
す

る
）の
「
4
R
」
の
取
り
組
み
を
継
承
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
家

庭
系
ご
み
有
料
化
制
度
の
充
実
、
事
業
系
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
主
に

中
部
処
理
区
の
早
岐
、
広
田
地
区
、
西
部
処
理

区
の
日
野
、
相
浦
、
新
田
地
区
の
事
業
を
継
続

し
、
江
迎
処
理
区
の
田
ノ
元
地
区
に
お
い
て

も
公
共
下
水
道
の
利
用
が
順
次
可
能
と
な
る

よ
う
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
整
備
を
進
め

ま
す
。

　
下
水
処
理
水
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
三

浦
地
区
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
計
画
区
域
の
一

部
へ
配
管
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

も
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

　
防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
と

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
東
消
防

署
の
建
て
替
え
事
業
の
着
手
や
、
同
報
系
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
推
進
し
、

市
民
に
対
す
る
防
災
情
報
伝
達
体
制
を
確
立

06

一
徳

運
動

漁
人
と
自
然
が

　
　
共
生
す
る
ま
ち

禦
安
全
な
生
活
を
守
る
ま
ち防災行政無線

す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
一
層
の

結
成
促
進
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
原
子
力
施
設
の
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
県
の
地
域
防
災
計
画
に
合
わ
せ
て
、
本

市
の
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。
ま
た

大
災
害
に
備
え
、
毛
布
や
食
糧
な
ど
の
備
蓄

を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　
佐
世
保
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
き

昭
和
　
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
て

56

ら
れ
た
公
共
建
築
物
や
一
定
規
模
以
上
の
民

間
建
築
物
等
の
耐
震
化
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
老
朽
危
険
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
の

指
導
や
新
た
に
除
却
費
の
一
部
補
助
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
居
住
環
境
を
改
善
し
安
全
で

安
心
な
社
会
空
間
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

地
域
安
全
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

　
市
民
が
自
ら
進
ん
で
防
犯
対
策
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
防
犯
に
関
す
る
情
報
発
信
や
意
識
の
啓
発

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
自

主
的
な
防
犯
活
動
・
暴
力
追
放
運
動
に
対
す
る

支
援
や
、
町
内
防
犯
灯
の
L
E
D
化
に
対
す

る
経
費
の
補
助
を
行
う
な
ど
、
犯
罪
の
な
い

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
先
日
、
議
会
発
議
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
佐

世
保
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
市

民
へ
の
周
知
に
努
め
、
適
切
な
運
用
を
図
り

ま
す
。

快
適
で
魅
力
あ
る
街
の
再
生

　「
佐
世
保
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
機
能
連
携
・
調
和
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
中
心
市
街
地
に
つ
い
て

は
、
栄
・
常
盤
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の
適

切
な
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

公
園
・
緑
地
に
よ
る
憩
い
の
場
づ
く
り

　
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
公
園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
小

佐
々
地
区
の
本
土
最
西
端（
 神
  崎
  鼻
 ）公
園
に

こ
う
 ざ
き
 ば
な

つ
い
て
は
、
日
本
本
土
最
西
端
の
地
と
い
う

地
理
的
特
性
を
有
す
る
貴
重
な
資
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
民
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
多

く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
公
園
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
水
の
供
給

　
水
道
施
設
の
老
朽
化
等
へ
の
対
応
を
目
的

と
し
た
北
部
浄
水
場（
仮
称
）統
合
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
漏
水
量
の
減
少
を
図
る

た
め
こ
れ
ま
で
の
老
朽
管
の
更
新
事
業
に
加

え
、
新
た
な
機
器
を
導
入
し
た
漏
水
調
査
や

減
圧
対
策
な
ど
を
進
め
、「
安
全
・
安
心
で
安

定
し
た
水
の
供
給
」の
た
め
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
み
な
と
づ
く
り

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
活
力
と

に
ぎ
わ
い
を
佐
世
保
港
か
ら
創
出
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
物
流
や
人
の
交
流
を
支
え
る
み

な
と
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
本
市
の
地
の
利
を
生
か
し
、
東
ア
ジ
ア
と

の
経
済
交
流
な
ど
国
際
政
策
を
推
進
す
る
に

は
、
み
な
と
の
活
用
が
大
変
重
要
で
す
。
昨

年
　
月
に
は
、
国
際
定
期
旅
客
機
能
に
お
い

11
て
「
日
本
海
側
拠
点
港
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
国
際
航
路
の
開
設
な
ど
、
人
の
交
流
面

に
着
目
し
た
取
り
組
み
を
今
後
ま
す
ま
す
推

進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
東
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
九
州

サ
ブ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」の
一
環
と
し
て
進

め
て
い
る
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事

業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
防
災
拠
点
港
と

し
て
の
岸
壁
の
耐
震
強
化
や
外
国
人
観
光
客

を
含
む
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
と
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
図

る
た
め
の
三
浦
地
区
「
み
な
と
交
流
エ
リ
ア
」

の
公
募
に
つ
い
て
は
、
本
年
1
月
に
　
法
人

11

の
民
間
事
業
者
か
ら
　
件
の
提
案
を
い
た
だ

10

き
ま
し
た
。
現
在
、
選
考
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
中
に
は
新
し
い
佐
世

保
の
顔
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
 槌
  音
 が
響

つ
ち
 お
と

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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魚
快
適
な
生
活
と

　
　
交
流
を
支
え
る
ま
ち

日本本土最西端の碑

「日本海側拠点港」に選定された佐世保港

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
市
長
の
部
屋
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
な
ど
の
詳
細
は
本
紙
で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特集1　まちづくりの道しるべ　平成24年度施政方針




